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●
今
議
会
の
概
要 

平
成
21
年
度
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
23
日

に
召
集
さ
れ
、
３
月
18
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

今
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
件

数
は
、
全
57
件
で
、
そ
の
内
訳
は
、
予
算
案
26

件
（
補
正
予
算
７
件
、
当
初
予
算
19
件
）、 

                                      条
例
案
18
件
（
制
定
１
件
、
一
部
改
正
15
件
、

廃
止
２
件
）
、
一
般
議
案
９
件
（
定
款
の
変
更
１

件
、
規
約
の
改
正
等
２
件
、
指
定
管
理
者
の
指

定
１
件
、
包
括
外
部
監
査
契
約
１
件
、
議
決
事

件
の
一
部
変
更
３
件
、
市
道
路
線
の
認
廃
１
件
）
、

最
終
日
に
追
加
上
程
さ
れ
た
人
事
案
４
件
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
の
発
議
７
件
（
条
例
案

４
件
・
意
見
書
３
件
）
と
市
民
か
ら
の
陳
情
５

件
（
継
続
３
件
・
新
規
２
件
）
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。 

そ
の
結
果
、
市
長
提
出
の
す
べ
て
の
議
案
に

つ
い
て
は
全
員
一
致
も
し
く
は
賛
成
多
数
で
可

決
、
議
員
発
議
に
つ
い
て
は
条
例
案
が
否
決
、

意
見
書
は
す
べ
て
可
決
、
陳
情
に
つ
い
て
は
、

継
続
審
査
中
だ
っ
た
幕
張
公
園
墓
地
建
設
に
関

す
る
も
の
が
採
択
送
付
、
新
規
の
朝
鮮
学
校
へ

の
公
金
支
出
に
関
す
る
も
の
が
継
続
審
査
と
な

っ
た
他
、
残
り
３
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

●
平
成
21
年
度
当
初
予
算
の
概
要 

歳
入
面
で
は
、
市
税
収
入
が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
世
界
金
融
危
機
の

影
響
を
受
け
、
法
人
市
民
税
の
大
幅
な
減
少
な

ど
に
よ
り
、
過
去
最
大
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る

と
と
も
に
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
公
債
費
負
担

の
適
正
化
の
観
点
か
ら
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
で
す
。 

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
生
活
保
護
費
な
ど
の

扶
助
費
や
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
増
に

加
え
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
な
ど
に
多
額

の
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
現
下
の
厳

し
い
経
済
状
況
や
雇
用
情
勢
か
ら
、
景
気
対
策

へ
の
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
厳
し

い
状
況
で
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
、
収
支
不
足
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
徹
底
し
た
事
務
事
業
の

見
直
し
や
、
可
能
な
限
り
の
財
源
の
確
保
を
図

る
こ
と
と
も
に
、
今
年
度
も
、
市
債
管
理
基
金

か
ら
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

一
方
、
現
在
の
社
会
経
済
状
況
に
配
慮
し
た

対
応
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
中

小
企
業
対
策
に
お
け
る
資
金
融
資
制
度
の
充
実

や
雇
用
創
出
の
た
め
の
緊
急
雇
用
対
策
を
実
施

す
る
ほ
か
、
市
民
へ
の
生
活
支
援
と
経
済
対
策

な
ど
を
目
的
と
し
た
定
額
給
付
金
や
子
育
て
応

援
特
別
手
当
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
校
舎
等

耐
震
補
強
関
係
の
経
費
を
計
上
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
編
成
さ
れ
た
平
成

21
年
度
の
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
３
，
３
５

０
億
円
（
前
年
度
比
４
．
３
％
増
）
、
特
別
会
計

３
，
９
０
１
億
１
，
４
０
０
万
円
（
５
．
９
％

増
）
、
合
計
で
７
，
２
５
１
億
１
，
４
０
０
万
円

（
５
．
２
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

   

第
１
回
臨
時
議
会
は
、
鶴
岡
前
市
長
の
辞
職

願
の
提
出
に
伴
い
、
臨
時
に
招
集
さ
れ
た
議
会

で
、
５
月
１
日
に
招
集
さ
れ
、
そ
の
日
の
う
ち

に
「
市
長
の
退
職
の
同
意
に
つ
い
て
」
は
全
会

一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
長

の
退
職
が
確
定
し
、
退
職
金
も
凍
結
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
選
挙
の
日
程
に
つ
い
て
も
、
当
初

予
定
さ
れ
て
い
た
通
り
、
５
月
31
日
告
示
、

６
月
14
日
投
票
に
確
定
し
ま
し
た
。 

今
回
の
事
件
は
、
市
政
へ
の
信
頼
を
揺
る
が

す
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
件
で
あ
り
、
市
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る
市
議
会
と
し
て
も
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
反
省
を
す
る
と
と
も
に
、
再
発
防

止
に
向
け
、
尚
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

   

第
２
回
臨
時
議
会
は
、
５
月
27
日
に
招
集

さ
れ
５
月
28
日
に
閉
会
を
し
ま
し
た
。 

今
回
の
臨
時
議
会
は
、
６
月
末
に
支
給
さ
れ

る
一
般
職
の
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
を
暫
定

的
に
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
我
々
議
員
を
含

め
た
特
別
職
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
同
様

の
措
置
を
講
ず
る
議
案
を
審
議
す
る
た
め
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
議
案
は
、
本
市
の
人
事
委
員
会
が
民
間

の
状
況
や
人
事
院
勧
告
の
内
容
を
勘
案
し
た

結
果
、
人
事
院
勧
告
の
内
容
を
考
慮
し
て
必
要

な
措
置
を
と
る
よ
う
申
し
出
た
意
見
を
踏
ま

え
た
も
の
で
、
民
間
の
夏
季
一
時
金
と
公
務
に

お
け
る
特
別
給
に
大
き
な
乖
離
が
あ
る
こ
と

は
適
当
で
な
い
こ
と
、
ま
た
、
12
月
期
の
特

別
給
で
１
年
分
を
精
算
し
よ
う
と
す
る
と
大

き
な
減
額
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
（
８
月

の
人
事
院
勧
告
で
更
な
る
減
額
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
）
を
考
え
、
０
．
２
０
月
分
を
暫
定
的

に
凍
結
す
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。 

そ
の
他
、
先
決
処
分
の
承
認
が
２
件
と
条
例

の
一
部
改
正
１
件
、
議
会
の
発
議
と
し
て
同
様

の
内
容
の
議
会
版
の
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、

意
見
書
１
件
が
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議
案
は
可

決
致
し
ま
し
た
。 
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大
変
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
議
会
報
告
は
、
通
常
、
毎
定
例
議
会
終
了
後
に
発
行
し
て
い
る
の
で
す
が
、

今
回
、
第
１
回
、
第
２
回
定
例
会
分
が
ま
と
め
て
の
発
行
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 そ
の
主
な
要
因
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
３
月
の
第
１
回
定
例
会
以
降
、
所
属
議

員
21
名
と
い
う
最
大
会
派
の
幹
事
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の

慣
れ
な
い
業
務
に
追
わ
れ
て
い
た
上
、
４
月
22
日
に
は
現
職
市
長
が
逮
捕
さ
れ

る
と
い
う
前
代
未
聞
の
大
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
議
会
と
し
て
の
対
応
を

協
議
す
る
た
め
、
ほ
ぼ
毎
日
議
会
に
缶
詰
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

市
長
の
辞
任
、
２
度
の
臨
時
議
会
、
市
長
選
挙
、
第
２
回
定
例
会
と
矢
継
ぎ
早
に

大
き
な
行
事
が
押
し
寄
せ
、
議
会
報
告
の
発
行
が
先
延
ば
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

訳
で
あ
り
ま
す
。 

市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
の
度
の
発
行
の
遅
れ
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
紙
面
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
通
常
よ
り
も
各
議
会
ご
と
の
情
報
量
が

少
な
く
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
理
解
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

さ
て
、
新
市
長
を
迎
え
、
お
そ
ら
く
皆
様
は
、
今
後
議
会
は
ど
う
対
応
す
る
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
と
は
存
じ
ま
す
が
、
我
々
は
当

然
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
と
ス
タ
ン
ス
を
変
え
ず
、
「
真
に
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
い
い
こ
と
に
な
る
の
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
時
に
は
市
長
と
は
手
法
や
見
解
の
相
違
に
よ
っ

て
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
し
っ
か
り
と

対
案
を
示
し
、
反
対
の
た
め
の
反
対
に
な
ら
な
い
よ
う
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
が
善
政
競
争
の
よ
う
な
形
に
な
り
、
よ
り
よ
い
市
政
が
実
現
で

き
る
と
考
え
ま
す
。 

今
後
も
我
々
の
活
動
に
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
ご
要
望
も
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

千
葉
市
議
会
議
員

小 

川 

智 

之
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●
今
議
会
の
概
要 

●
今
議
会
の
概
要 

平
成
21
年
度
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月

29
日
に
召
集
さ
れ
、
７
月
16
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。 

平
成
21
年
度
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月

29
日
に
召
集
さ
れ
、
７
月
16
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。 

今
回
は
新
市
長
が
就
任
し
て
初
め
て
の

議
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
初
日
に
傍
聴
者

が
200
名
を
超
え
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

ほ
ど
注
目
さ
れ
た
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
市

政
へ
の
関
心
が
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
は

非
常
に
い
い
こ
と
で
す
の
で
、
も
っ
と
も
っ

と
一
般
の
市
民
の
方
々
に
関
心
を
も
っ
て

頂
き
、
市
議
会
へ
の
傍
聴
に
気
軽
に
お
越
し

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

今
回
は
新
市
長
が
就
任
し
て
初
め
て
の

議
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
初
日
に
傍
聴
者

が
200
名
を
超
え
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

ほ
ど
注
目
さ
れ
た
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
市

政
へ
の
関
心
が
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
は

非
常
に
い
い
こ
と
で
す
の
で
、
も
っ
と
も
っ

と
一
般
の
市
民
の
方
々
に
関
心
を
も
っ
て

頂
き
、
市
議
会
へ
の
傍
聴
に
気
軽
に
お
越
し

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

な
お
、
今
議
会
で
は
、
議
長
に
我
が
会
派

よ
り
小
梛
輝
信
氏
、
副
議
長
に
は
公
明
党
の

上
村
井
真
知
子
氏
が
選
出
さ
れ
、
私
も
議
会

運
営
委
員
会
の
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
大
変
な
重
責
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ス
ム

ー
ズ
な
議
会
運
営
が
で
き
る
よ
う
誠
心
誠

意
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
今
議
会
で
は
、
議
長
に
我
が
会
派

よ
り
小
梛
輝
信
氏
、
副
議
長
に
は
公
明
党
の

上
村
井
真
知
子
氏
が
選
出
さ
れ
、
私
も
議
会

運
営
委
員
会
の
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
大
変
な
重
責
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ス
ム

ー
ズ
な
議
会
運
営
が
で
き
る
よ
う
誠
心
誠

意
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議

案
件
数
は
、
全
16
件
で
、
そ
の
内
訳
は
、
専

決
処
分
１
件
（
補
正
予
算
１
件
）
、
予
算
案

１
件
（
補
正
予
算
１
件
）
、
条
例
案
２
件
（
一

部
改
正
２
件
）
、
一
般
議
案
４
件
（
財
産
の

取
得
４
件
）
、
人
事
案
件
は
、
議
会
か
ら
監

査
委
員
の
選
任
を
す
る
議
案
に
２
件
と
最

終
日
に
追
加
上
程
さ
れ
た
６
件
の
計
８
件

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議

案
件
数
は
、
全
16
件
で
、
そ
の
内
訳
は
、
専

決
処
分
１
件
（
補
正
予
算
１
件
）
、
予
算
案

１
件
（
補
正
予
算
１
件
）
、
条
例
案
２
件
（
一

部
改
正
２
件
）
、
一
般
議
案
４
件
（
財
産
の

取
得
４
件
）
、
人
事
案
件
は
、
議
会
か
ら
監

査
委
員
の
選
任
を
す
る
議
案
に
２
件
と
最

終
日
に
追
加
上
程
さ
れ
た
６
件
の
計
８
件

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
の
発
議
５
件
（
条
例

案
１
件
・
意
見
書
４
件
）
と
市
民
か
ら
の
請

願
１
件
、
陳
情
８
件
（
継
続
１
件
・
新
規
７

件
）
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
の
発
議
５
件
（
条
例

案
１
件
・
意
見
書
４
件
）
と
市
民
か
ら
の
請

願
１
件
、
陳
情
８
件
（
継
続
１
件
・
新
規
７

件
）
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
市
長
提
出
の
議
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を
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や
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す
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こ
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の
も
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に
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い

て
は
反
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も
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い
の
で
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が
、
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の
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拠
、
妥
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、
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、
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け
が
曖
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で
あ
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こ
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ら
、
よ
り
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果

的
に
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与
削
減
を
行
う
た
め
に
、
今
後
の
予
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編
成
や
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健
全
化
の
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道
を
つ
け
る

中
で
、
こ
の
削
減
案
を
し
っ
か
り
と
位
置
付

け
、
削
減
額
の
根
拠
や
目
的
を
も
う
一
度
再
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て
も
ら
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た
め
に
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続
に
し
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も
の

す
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す
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が
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イ
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予
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、
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の
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行
段

階
で
の
節
減
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や
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額
に
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じ
た
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
予
算
要
求
の
財
源
や
要
求

枠
を
各
部
局
に
付
与
し
、
翌
年
度
の
予
算
編
成

へ
反
映
さ
せ
る
制
度
で
、
「
メ
リ
ッ
ト
シ
ス
テ

」
と
呼
ん
で
い
る
自
治
体
も
あ
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ま
す
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で
に
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が
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て
お

り
、
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の
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収
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の
増
な
ど
、
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た
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ら
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た
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を
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そ
こ
で
、
各
部
局
に
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し
、
予
算
の
執
行
段

階
で
の
工
夫
に
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し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与

え
る
方
式
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
当

局
の
見
解
を
お
伺
い
致
し
ま
す
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防
犯
街
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、
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も
管
理
も
町
内
自
治
会
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が
主
体
的
に
行
っ
て
お
り
、
市
か
ら
の
補
助

が
あ
る
と
は
言
え
、
そ
の
維
持
・
管
理
費
用
は
、

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
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、
そ
ん
な
に
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に
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、
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管
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を
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る
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め
、
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エ
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イ
プ
の
も
変
え
ら
れ
な
い
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と
い

っ
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要
望
も
自
治
会
等
か
ら
受
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て
お
り
ま

す
が
、
現
在
、
補
助
対
象
が
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０
ワ
ッ
ト
の
水

銀
灯
に
限
定
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れ
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る
こ
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ら
、
実
現
が
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が
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当
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の
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を
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い
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に
つ
い
て
で
す
が
、
新
た
な

技
術
の
進
歩
に
よ
る
高
規
格
製
品
も
開
発
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
照
度
の
確
保
や

耐
久
性
な
ど
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
補
助
対
象

と
す
る
こ
と
に
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い
て
、
今
後
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参
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そ
の
た
め
に
、
情
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発
信
と
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公
開
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よ
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ま
た
、
千
葉
市
が
持
つ
恵
ま
れ
た
環
境
を
最
大

限
に
活
か
す
施
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開
を
進
め
て
、
他
市
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ら
の
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入
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、
高
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の
中
に
あ
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も
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い
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く
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る
、
活
力
に
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す
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し
か
し
、
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定
か
ら
９
年
が
経
過
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
答
弁
で
も

既
に
計
画
体
系
の
見
直
し
が
言
及
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
、
見
直
し
作
業
に
着
手
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
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